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は じ'め に
およそ人類 の歴史が始 まるとともに,格 闘競技なるものが存在 していた と考
えることができる。それ らの格闘競技は,国 々の気候,風 土,民 族 の風俗,習
慣などに大 きな影響 を受けなが ら,消 長を繰 り返 し厳然 として受け継がれて来
ている。格闘競技 の形態 として,一 方では武具武器 を伴 う格闘競技,一 方では
徒手の格闘競技 にと形 を変 えて現代 に発展 して来 ている。徒手 の格闘競技には
レス リング,ボ クシング,サ ンボ,拳 法,カ ンフー,シ ルム,テ コン ドウ,カ
ボエラ,フカ フカ,モイタイ,LaboxefrancaiseSAVATE,Laluttebretonne,
イン ド相撲,ベ トナム相撲,ス ペイン相撲,蒙 古相撲な どが知 られ ている。我
が国においては,柔 道,相 撲,空 手な どがある。近年 においては,ス ポーツと
して体系化 され一層 の隆盛を極めているの も少 な くない。
柔道競技 において河津掛(か わずがけ)は 捨 て身技に分類 され,そ の使用を
禁止 されている。 レス リング,サ ンボ,相 撲 などではこれを許 している。国際
的な柔道 の正 しい普及,発 展に資する為,技 術的な側面か ら の視点を持 った




審判規定の禁止事項に,「河津掛けで投げること」と あ る。河津掛を解説 して
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講 道 館 は,「袖 を取 っ て 引 きつ け,他 方 の 手 で,相 手 の 頸 を抱 き寄 せ,又 は相
手 を 強 く引 きつ けて,相 手 の体 を 自分 の体 に 密 着 させ,袖 を取 った 手 の 反 対 の
脚 を,相 手 の脚 に 内 側 か ら搦 め 抜 き上 げ つ つ 後 方 へ 反 り,同 体 に な って倒 れ な
が らな げ る。」と して い る。 こ れ ら を 受 け て,各 種 の指 導 書,試 合 審 判 規 定 冊
子,指 導 者,講 習 会 な ど を通 じて 周 知 徹 底 が 計 られ,国 内 で の 練 習,試 合 な ど
で 殆 ど見 られ ず 問 題 は な い 。
一 方 ,オ リン ピ ック競 技 の 正 式種 目に 採 用 され て い る柔 道 は,国 際 的 な側 面
も 同時 に持 ち合 わ せ て お り,視 点 を 外 国 に移 す と問 題 が な い とは 言 え な い 。英
語 で は 河 津 掛 を,そ の ま まKawazu・gakeある い は 河 津 に,か わ づ(蛙)の 字
を 当 てFroghook(か え る掛 け)と 訳 して い る物 も あ る。Froghook(かえ
る掛 け)と して い る の は 意訳 す れ ばMr.Kawazuhook,Kawazu'shookある
い はRiverFerryhookなど だ ろ う。1.J.F.(国際 柔 道 連 盟)の ル ー ル ブ ッ
ク に よれ ば 河 津 掛 は,第29条 禁 止 動 作 の20項目め に 「Toattempttothrowthe
opponentbywindingonelegaroundtheopponent'sleg,whilefacingmore
orlessinthesamedirectionastheopponentandfallingbackwardsonto
him(Kawazu-gake)」とあ る。 こ れ を和 訳 した 日本 語 版 で は 「相 手 とほ ぼ 同
じ方 向 に 向 き,一 方 の脚 を 相 手 の脚 に巻 きつ け て 相 手 の 身体 の 上 に 後 方 に 倒 れ
る こ と(河 津 掛 け)」 とな っ て い る。 これ は大 内 刈 りか ら足 を搦 ま せ て投 げ る
方 法 と,大 外 刈 りか ら足 を搦 ま せ て 投 げ る方 法 に解 釈 す る こ とが 可 能 で あ る 。
理 論 的 に一 方 の脚 を相 手 の脚 に巻 きつ け る 考 え方 と し て,大 外 刈 りか ら,大 内
刈 りか ら,小 外 刈 りか ら,小 内 刈 りか らの四 種 が あ る。 大 内 刈 りか ら足 首 を搦
ま せ る技 を 河 津 掛 と して 理 解 す る もの,大 外 刈 りか ら足 首 を搦 ま せ る技 を河 津
掛 と して 理 解 す る もの,さ らに こ の二 つ を河 津 掛 と して 理 解 す る も の な どが 存
在 す る こ とに な る。 この こ とか ら,国 内 国 外 に お い て複 数 の ル ー ル が 存 在 す る
こ とに な り問題 が あ る。 一 部 に は 実 際 に 混 乱 も生 じて い る。 練 習 や 試 合 に 関 係
のな い禁 止 技 ゆ え大 き な影 響 はな い とす る 考 え 方 と,反 則 技 ゆ え 重 大 な 意 味 を
持 つ とい う考 え方 な ど に見 解 の 分 か れ る とこ ろ で あ る。 さ ら に,国 外 に お い て
は柔 道 と レス リン グ,柔 道 とサ ン ボ な ど他 の格 闘 技 との関 係 も無 視 で き ず,事
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態は深刻である。河津掛に似た技は,他 の競技にもみ られる。古代 ギ リシャ時
代か ら最 も古いオ リンピック種 目の一つ として現代 に継承 され ているレス リン
グ,ソ ヴィエ ト連邦に産れ武器なき戦いの頭文字を綴 ったサ ンボ,日 本の相撲
な どがそれである。それぞれ地域的にも離れた違 った国々で,異 なった形態を
有す る格闘技 の投げ技 として発達 して きたこ とは非常に興味深い ことで ある。
レス リングでは,ス タン ドレス リングの 「掛 け固め」で フォールに持ち込む技
の一つ とされ てお り,多 くは内股 を掛 け,相 手が姿勢を戻す ところ,足 首を搦
ませて逆 にひね りなが ら河津掛 を掛ける。サ ンボにおいては,下 腰部 と足尖を
掛けて投げ る技に分類 され,相 手 を強 く引きつけて,足 を搦み,軽 く足を軸足
の前に出し肩か らひね り,相 手 をマ ッ トか ら浮かせて後 ろへ投げつける技であ
る。相撲では,左 右 いずれかの脚 を相手の脚の内側か ら搦めて前上方に挙げる
とともに,掛 けた脚 と同 じ側の手で,相 手の頸 を抱 え込 んで後方に反 り倒す技
である。
この様 に比較す ると,そ れぞれに競技形態の違 いか らくる組手や技 に入るタ
イミングに多少の違いが見 られ るが,い ずれ も柔道で言 うところの河津掛であ
ると見て良いだろ う。相手の脚 を内側か ら掛 け,足 首を搦ませる ところが,こ
の河津掛の最 も特徴的な ところ と言 う事ができる。
このなかで,柔 道の河津掛 と相撲 の河津掛は,同 じ呼称を採用 していること
が示す通 り同 じ背景,、同 じ成 り立 ちをもっている同種の技 と考えられる。
絵 画 の 河 津掛
世界で記録 として現存する河津掛の最初 は,恐 らくエジプ トのベ ニハ ッサン
の壁画 に描かれた ものであろ う。人類学者で理学博士,坪 井正五郎か ら第十九
代横綱常陸山谷右衛門に贈与 された絵巻物にその河津掛を見る事 が 出来 る。
『相撲大鑑』によれば 「常陸山関に古画の写 しを贈 るとて,古 き画の伝は りし
ごと君が名 は,時 にも勝ちて,後 にのこらん。正五郎」の毛筆書きの親書に続
き,太 古エジプ トの相撲。 五千年前の相撲。 と題 し次のよ うにある。「ヨー ロ
ッパ諸国の文 明は其の源多 くは古代 の ローマ,ギ リシャか ら験 して居 るのであ
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りますが,夫 等 の地 よりも更に古 くから開けて居たのはエジプ トであ ります。
後地には神 を祭 り或は人を葬る薦 めに作った太古の建築や横穴が澤山に遺 って
居 て其壁画にはしば しば当時の風俗画が写 してあ ります。之 を見る と衣食住の
有様から遊戯や技芸の事なども知れるのであ りますが,ナ イル河の東岸東経 三
十一度北緯二十八度の辺に当たるベニハ ッサ ンと言 う地 に存する或る横穴の壁
画には二人の人が裸体 に成 って種 々の形で取 り組 んで居 る有様が画いてあ りま
す。原画は大きいのでありますが此所 には形が判る丈の大 きさに して置きま し
た。一人 を白,一 人を黒 としてあるのは見易い様に との画工の注意 と思われま
す。 白い方は坊主頭其の儘の様にも見えませ うが,昔 エ ジプ トでは男子は皆頭
髪 を剃 って頭巾様 のものを被 ったので あ りま して,西 中に見える頭部の線 は其
の縁 を示 したのであ ります。上段の左の端 に丸裸で手に紐の様な物 を持 って居
る者が画いてあ りますが,こ れは締め込み を纏 は うとして居る所 と 思 わ れ ま
す。勝負の定 め方には 日本の と異なる点 もあった様ではあ りますが,総 体 を通
園1エ ジプ ト相撲 之図(相 撲大鑑 よ り)
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ける貴方の優勝旗 受領 を祝 して本巻を
呈する事に致 しました。相撲史の一資
料 ともされ るならば幸いに存 じます。
明治四十二年六月。理学博士 坪井正
五郎。横綱 常陸山 谷右衛門 殿」 と あ
る。この壁画 のなか 「太古エジプ ト相
撲之図」(図1)の 上段中央に黒 い 選














中央右,今 度は白い選手が脚 を内側か ら掛け足首を搦ませている。脚 を内側か
ら掛け,足 首を搦 ませ る技 を河津掛 とすれば,こ れ らの技はまさに河津掛であ
る。今 を隔てる遠 い5000年の昔から,既 にこの技が行なわれ,現 代に伝えられ
ていることを考え合わせる と,実 に興味が尽 きない。
我が国に残る河津掛 の絵画で最 も古いものは 『鳥獣戯画』のそれ であろ う。
京都栂尾の高山寺 に伝わる白描 の戯画絵巻,国 宝r鳥 獣人物戯通日 である。通
称 『鳥獣戯画』 として一般に親 しまれている。全4巻 の1巻 は猿 ・兎 ・蛙など
の遊戯,2巻 は馬 ・牛 ・鷹 ・犬 ・鶏 ・鷲 ・水犀 ・麟麟 ・豹 ・山羊 ・虎 ・獅子 ・
竜 ・象 ・摸 ・な どの生態,3巻 は勝負事に興 じる人々や猿 ・兎 ・蛙 の遊戯,4
巻は僧侶や俗人の生活 などが描かれている。なん と言っても擬人化 された鳥獣
の遊戯に特徴がある。その1巻 は,猿 ・兎 ・蛙などが的射,田 楽,相 撲,法 会
などのいろんな遊戯 をしている様子 を擬 人的に描かれてい る。その中に兎 と蛙
が相撲を取 っている絵が ある(図2)。 蛙 が外掛,兎 が内掛け か ら足首を搦ま
せている。 この技は紛れ もない河津掛である。やがて兎は蛙 に投げ 飛 ば さ れ
る。これを見ていたまわ りの蛙達 はどっと笑い転げる。 この 『鳥獣戯画』の河
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津掛の絵 は鳥羽僧正覚猷によって平安末期,12世紀半ばに描かれた とされてい
る。成 立年代 は明 らかにされていないが,平 安末期,12世紀半ばあるいは,鳥
羽僧正覚猷 の没した1140年以前 とされている。 これは我が国の絵に残 された河
津掛 の中で最 も古いものであろ う。
河津 掛 の 起 源 、
我が国においては,最 も古い記録 『古事記』が和銅五年(712年)に記 され,
このなかに相撲 ・柔道の起原 とされている力競べの記事がみ られるが,河 津掛
に関する記録 は平安時代後期 に成立 した 『今昔物語集』が最初であろう。 この
なかの巻二十三,相 撲人成村常世勝負話第二十五に 「今は昔,円 融天皇の 御
代,永 観二年 の七月○ 日,堀 河院で相撲の節会が行なわれた。 さて,選 抜試合
の当日,左 の最手である真髪成村 と右の最手である海恒世が呼びだ されて取 り
組む ことになった(略)。 成村 は怒気 を含んで立 ち上がるや,が む しゃらに寄
って行 き,組 み合 った。恒 世は片手 を首に回 し,い ま片手で脇 を さ し に いっ
た。成村は前袋 を引 き,横 みつを取 って,恒 陞の胸に胸を押 しつけ(略)強 く
引 きつけ,外 掛 を掛けよ うとする。それを待 って逆 に内掛けにか らみ,の しか
か るよ うに体 をあず けて浴びせ倒す と,成 村はあおむきになって倒れ,そ の上
に折 り重 なるよ うに,恒 世が横 ざまに倒れかか った。その時,こ れを見ていた
上中下のすべての人は色 を失 った。相撲に勝った方は,負 けた方に対 して手 を
叩いて笑 うとい うのが恒例 になっている。 ところが,こ の勝負は重大事 と思わ
れたか らであろ うか,声 も立てずひそひそと言い合 った。続いて,次 の取組が
始まるはずであったが,こ の勝負判定について物言いがつき盛んにもめている
うち,い つか 日が暮れて しまった。成村は起き上がって相撲人の支度部屋に駆
け込むや否や,狩 衣の袴 をつけてす ぐさま出て行った。そ して直ちにその 日の
うちに常陸国に帰 って行った。 さて,成 村の方は起き上が ったが,恒 世の方は
ついに起 き上がれず に倒れたままでいるので,右 方の相撲の世話役共が大勢 そ
ばに寄 り助け起 こした(略)。 恒世はその後,播 磨国で死んだ。 胸の骨を押 し
折 られて死んだのだ と,ほ かの相撲人たちは話 し合 った。成村はその後,十 余
一138-一一
年生きていたが,〈恥 じをかいた〉 と言 って京に上ることもしなかった が,や
がて敵に討たれて死んだ(略)。」 とある。 この中の相撲の勝負 の表現は内揚 ら
みに搦 らみ,横 ざまに倒れかかる とあ り,正 に河津掛である。永観二年,984
年のことである。
天永二年(1119年)の相撲節会における,相 撲の勝負な らび に相撲の手 を説
明 した 『長秋記』に河津掛 に関する とお もわれる内観などの記述 も見受けられ
るが,い まひ とつはっき りしない。
応永19年(1412年)に英雄軍記物語r曽 我物語』が著わ されている。この物
語は,南 北朝時代に成立 したが,原 話は鎌倉時代か ら伝承 されていた らしい。
12巻。作者 は不明であるが,箱 根の僧 とか比叡山の僧 とす る説がある。いろい
ろな困難に耐えなが ら,曽 我兄弟が父の敵討ちをするまでの物語である。1・
2巻は敵討ちの発端,3・4巻 は兄弟の成長,5・6巻 は敵討ちにいたるまで
の苦心 と困難,9・10巻 は敵討ちの成 功,11・12巻は後 日請 とい う構成 になっ
ている。この物語に取材 した謡 曲,浄 瑠璃,歌 舞伎などがいわゆる 「曽我物」
として後世に伝えられている。
この中で,安 元2年(1176年)伊豆国柏峠で,当 時の相撲の名手でもあった
武将 ・河津三郎祐泰が,工 藤祐経の家臣 ・股野(俣 野)五 郎景久を相手に相撲
をとり,「……立ち会い股野が手合い もせず して向 さまにや当 らん か,横 さま
にやかけ投げんか と,つ と寄って来る処 を,河 津は股野が上帯をむず とつかん
で前へひき寄せ,毒 手へ回 して 目より高 く差 し揚げ,股 野が足 を延ば して河津
の股に纏ひつ くを,河 津事 ともせず,一 反 りして尚ほ高々と差 し揚げ,し ばし
保って片手を放 ち真中に進んで横 さまに投げ倒す……」 とある。河津が股野 に
河津掛を掛けられてはいるが,河津掛の名称の起源 はこれであろう(図3)。物
語のその後は河津三郎祐泰が,狩 り場 において工藤祐経 に射殺 される。建久4
年(1193年)源頼朝が富士野に狩 りをす る時,曽 我五郎'十 郎兄弟は父の敵で
ある工藤祐経を討ち,敵 討ちが成 る。その時代的背景についてはr吾 妻鏡』に
詳 しい。
これらの物語は,そ の後の風俗,習 慣,庶 民生活な ど に 大 きな影響を与え
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た 。 と りわ け相 撲 の勝 負,装 束,土 俵,




広 く行なわれた能 ・謡曲 ・人形浄瑠璃 ・
歌舞伎 ・狂言などを言 う。延宝3年(16
75年)江戸山村座の興行で初代団十郎の
演 じた 「勝闘誉曽我(か ちどきほまれそ
恭 が)'」がその最初であろう。 曽我物は語
一_==二 一=:⊆ 二 り継がれて,その後,春 の曽我物 暮の
図3曽 我物語の河津掛(武道の歴 忠臣蔵 と並び称せ られ不動の位置を集い
史より)
て行った。「草摺引(く さず りひき)」「矢
の根五郎(や のねごろ う)」「魔王貧家(お にお うひんか)」「対面(た いめん)」
などが代表的であるが,な ん といっても 「曽我……」や 「……曽我」のよ うに
曽我の名称を使った物が多い。一般に流布 している歌舞伎関係の本に目を通す
と 「兵根元曽我(つ わものこんげんそが)」「式例和曽我(し きれいやわらぎそ
が)」「寿曽我対面(こ とぶきそがのたいめん)」「小袖曽我葡色縫 に そでそが
あざみのいろぬい)」「曽我誘侠(客)御 所染(そ がもよ うたてしのこしょうぞ
め)」「御曳(花)愛 敬曽我(ご ひいきはなのあいきょうそが)」「花菖蒲文禄曽
我(は なあやめぶんろくそが)」「注連飾吉例曽我(し めかざ りきつれいそが)」
「振分髪青柳曽我(ふ りわけがみあおやぎそが)」「曽我大福帳(そ がだいふ く
ち ょう)」「初曙顔(見 世)曽 我(は つあけぼのかお み せ そ が)」「再魁罧曽我
{にどのかけかついうそが)」「江戸砂子慶曽我(え どすなごきちれい そ が)」




我(は つあけぼのにわ とりそが)」「寿菖蒲曽我(こ とぶきあや めそが)」「寿万
歳曽我 に とぶきばんせいそが)」「寿舞鶴 曽我(こ とぶきまいず るそが)」「寿
三升曽我(こ とぶきみますそが)」「寿夕霧曽我(こ とぶきゆぎ りそが)」「小袖
曽我(こ そでそが)」「注連飾宝来 曽我(し めか ざりほ うらいそが)」な どが注 目
され る。このほかにもまだまだある。これ らは必ず しも河津掛に触れている訳
ではな く,む しろ触れている物が少ない と思われ る。曽我物語から離れ た曽我
もあると思われ る。 しかしなが らこの数である。広 く人 口に膳 表 し,こ れ らを
見,聞 き,語 る とき,あ るいは物語の発端で河津掛について も触れ られ る事 も
あろ う。そしてある時にはこれ を題材に して演じられた と想像に難 くない。そ
んな中にr曽 我五人兄弟』が あ る。r大辞典』 によれば,操 ・義太夫節。近松
門左衛門作。元禄14年(1701年)11月大阪竹本座初演。曽我兄弟 と,二 宮の姉
御前 ・末弟禅師坊 ・異胤 の兄京小二郎の五人を主 として働かせた作。「正 し う
河津が勝 ったゆゑ,今 に伝へて河津掛け といふ相撲のてあ りと,小 姓 共の語 り
しに」 とある。河津三郎 と股野五郎の相撲の話に触れ,河 津掛は興味 をもって
取 り扱 われている。 この頃 より河津掛 は,相 撲に興味のない女性や一般 の人々
にも知 られ る様になった と見てよいだろ う。その後,歌 舞伎 の演 目に 『河津掛
曽我本説』が現われるに至 っては多 くの人々が見,聞 きし,こ れによ り河津掛
はもはや完全に庶民生活の中に定着 して,技 の内容まで知 られるに至 った と考
えられる。これ は天保2年(1830年)正月江戸河原崎座所演,二 世瀬川如皐 ・
二世篠 田金治作,歌 舞伎脚本7幕 の演 目である。何 よ りもr玉 海集』に載せ ら
れた川柳の 「夜相撲に とる手や月のかはつかけ」にいたっては,ほ のぼの とし
たものも感 じられ,長 屋生活の裏側か らも河津掛が見えて くる様である。
史実 の 河 津 掛
相撲の手 として河津掛 を見る と,河 津三郎祐泰 と股野(俣 野)五 郎景久が河
津掛で相撲を とった史実が呼称問題 に大きく影響 し,深 く関わって い る。r相
撲大全』河津掛 の解説に 「かハつかけ。世人云ったふる名高き手也。 しかれ ど
も河津が仕初 し様 におもへる人多 し。左 二あらず。股野 とすまふせ しに河津八
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無双の大力にて股野 をさしあげたる時,股 野河津にかけ し故にかハつがけ とい
ふ。股野が手也。委ハ古記につまびらか也。古記日此手ハ上古 よ り育て蛙がけ
といふ。然るに河津股野 とすまふの とき此手出来 りし故に混雑せ りといえ りよ
って前説を用ゆ。」(図4)と ある。「かハつかけ」の古名は 「蛙がけ」である。
『曽我物語』の河津の相撲で蛙(か わづ)と 河津が混同 して しまった。いま さ
ら変更 もないだろ うと言 っている。 さらに 『相撲大鑑』河津掛の解説 に 「足 を
相手 の一方へ内掛けに しつs,其 かけた る足 と同 じ方の手にて相手 の 首 を 抱
き,後 へ反 って相手の髄の上に重な り徴 る 」手にて,河 津三郎が股野五郎 を倒
したる手 よ り始まる と伝ふるも,曽 我物語を見るに之れ と異なれ り,蓋 し後人
の附会説ならん。又蛙の一本かけの名あ り。」の様に技の解説 よりそ の由来 に
重 きを置いて謹書を傾けてい る。河津掛 を古 くは 「蛙の一本 かけ」 と呼んでい
た とある。
いつれ も河津掛は,一 般に河津が掛けた としてその名を取 って河津掛 として
いるが,実 際の 『曽我物語』は逆で股野が技を掛けている事 を説いている。 こ
の事 を指摘 しているものは多い。 しか しなが ら,も はや股野が掛 けた として股
野掛けには戻れまい。そ う見 ると鳥羽僧正
の 『鳥獣戯画』のそれも蛙の掛 けた蛙がけ
ではな く,兎 の掛 けた兎がけである。共通
するところが何 とも面 白い。
蛙がけの技に関する解説は短いが,河 津
掛 になると,そ の解説 は長 くな り物語 とし
ての河津掛に興味が集 まることを示 してい
る。かはつがけ(蛙 繋)の 解 説 は,「此手
になれば残 らず。」 と簡潔である。こ れ は
そとがけ(外 繋)を 受けての解説である。
「て うどがけ,の ぼ りがけ,あ ふ り,比 類







図5河 津 掛の いろいろ。左上相撲(新 修 体育大辞典 よ り),
右上 レス リング(新 修 体育大 辞典 よ り),左下 サンボ(ソ 連式柔道 ・サンボ よ り),
右下 柔道(目 で見 る柔道教室 よ り)。
くみたる手な り,残 れば相手 よ りかはつが け に 来 る。」ちなみに,「うちがけ
(内紫)は 残れば,さ ばを り,こ しひね り。」 となっている。 技術的に内掛け
から河津掛へ,ま た,寸外掛 けに くる所 を河津掛に連絡 ・変化 させ ていた。足首
を搦 ませる,横 ざまに体 をあずける,片 足 または一本立になるなどで,内 掛け
と河津掛 ははっき りと区別 して い た。8角紙墨 談』にw「河津掛は古名水掛 と唱
えたが,多 くは蛙の字 をつかってゐる。水掛 だから蛙に縁がふかいi澤だ」 とあ
る。『一味清風』 に 「一 本掛」の解説に又の名 を 「河津掛」 とい うと あ る。 も
う一つ 「水掛」の解説 もして い る。「一本掛」 と 「水掛」は少 し違 った形で説




河津 掛 の 呼 称
相撲の決ま り技や,相 撲の手 を総称 して四十八手などとい う。現在ではその
数 も七十手 となってお り,こ の中に河津掛が含まれ ている。昭和37年,日本大
相撲協会 に採用 された最 も新 しい決ま り技である。相撲四十八手の起源 などは
r相撲大鑑』に収 められている。その中で木村柳全のr相 撲強弱理合書』を引
用 して,「四十八手 を投(な げ)掛(か け)反(そ り)捻(ひ ね り)の 四 手 に
帰 し一手各々十二に変化するが故に,合 わせて四十八手な りといふ理屈 を言い
出せ しは,… …」 とある。 さらにr相 撲隠雲形』の中に,投 は腰,反 は頭,掛
は足 としている。一方,r-一味清風』には頭 は捻,腕 は反,腰 は投,足 は掛 と
してい る。多少の違いや推移 はあるが,い ずれ も 「掛け」 と 「足 」は一致 して
いる。「広辞苑」にも……掛けは足…… としている。かける意味におい て は,
掛,系,係,県,桂,架,搭,嬰,繋,懸 の字が当てられる と 「角川漢和 中辞
典」にある。掛 と繋は同≡義と見て良いだろ う。数 多い古今の相撲四十八手の中
に,掛,繋 の付 く決ま り技 も か な り多 い。『強弱理合書』の相撲四十八手に
「河津の掛 の一本立」 と言 うのがある。 これカミ現在の河津掛 を表わ している と
見てまず間違いなかろ う。同 じ本の同 じ四十八手 中に,繋 なげ,掛 反,裏 繋,
掛残,障 泥掛など河津掛 に当てはま りそ うな語感を持 った技 も多 い が,「河津
の掛 の一本立」よ り適当なものはない。 この ようにして,相 撲の四十八手 の記
述の中か ら,河 津掛を表わ してい ると思われるものを抽出 して見 ると,次 のよ
うに な る。r相撲強弱理合書(木 村柳全)』河津の掛の一本立。r相撲 図式』 カ
ケ ノ～本立。E相撲鬼拳Aか わづ掛。r相撲大全2か ハつ か け(蛙 かけ),かは
つがけ(蛙 繋)。r角力秘要抄四十八手名 目』一方繋。r相撲隠雲解』一本掛(一
ぽんがけ),水掛 。r相撲伝書』繋一本立。r相撲強弱理合書(木 村孫六)』河津
掛,一 本立。r相撲新書』一本掛,水 掛。r－味清風』一本掛(河 津掛),水掛。
r江戸時代 の角力』河津掛。r角紙墨談』河津掛,水 掛,蛙 がけなどである。
この中で技 の解説,絵 や写真 のあ る も の で符号 させる と河津掛は蛙繋,一 本
掛,水 掛 と呼ばれ ていた ことが解る。成 立年代 のはっき りしない も の も あ る
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が,他 の決ま り技などで推定 し,「河津の掛の一本立」を中心 にして考え る と
次のようになる。「河津の掛の一本立」から 「カケノ一本立」。「カケノ一本立」
から 「繋一本立」。「繋一本立」から 「一本立」。「一本立」から 「一本掛(一 ぽ
んがけ)」。「一本掛(一 ぽんがけ)」から 「一方繋」。または,「河津の掛の一本
立」から 「かわづ掛」。「かわづ掛」から 「かはつがけ(雄 蘂)」の移 り変 わ り
が推論できよう。相撲の行なわれていた地域や,相 撲の流派なども,大 き く関
与 していると思われ る。 これ らの技は呼称が違 えど,全 て同一の技 とい う見方
も出来 る。
恐らく,相撲四十八手で最も古い と思われるのは,室 町時代か ら著わ された
r節用集』にあるもの で あ ろ う。 この中の相撲 と題する条下に 「相撲 は,肩
洗,負 勉,反 張,落,蛙 投,櫓,爪 取,突 出,は ね搦,無 手,骨 法張,杯 中
候,四 十八手 と申候へども,百 手計 も御座候」 とある。この頃に河津掛が広 く
行なわれているとしたら,こ の中に含まれている筈であるが見当たらない。た
だ一つ蛙投(か わずなげ)と 呼ばれていた語呂の似たものが現在の河津掛(か
わずがけ)の 起源 と考えられは しないだろ うか。 だが,「蛙繋」と 「蛙投」 は
同一の技であるとする考え方は,r河津の掛の一本立」の推移 と共通す る 所 も




現状 の河 津 掛
運動文化財の一つとして庶民に育てられ,庶 民生活に根 ざした河津掛は,そ
れぞれに違 った形で伝承 されてきた。ひ とつは神話の相撲,節 会相撲,武 家相
撲,勧 進相撲か ら,現 在の大相撲 に変遷 し,相 撲の字 としては摘力,角 力,角




極 り手委員 に認定 された河津掛けは4例 報告 されている。全取組 に占める割合
はO.2%であ り極めて少ない。内訳は少年 の部0,青 年の部3,教 員の部1,
一般 の部0で ある。現在の大相撲において も非常に少ない。 このへんの事情 の
一端をr角 抵書誤』に,「往年の土俵上には,立 会ふ とす ぐ足癖を働かせて,
敵を攻 め倒す力士があった。有名 な谷の音の足癖……これは尤 もr河 津掛』 と
いふので,今 では殆んど使い手が ない。村正の銘刀は切れ るけれ ども過失が あ
るや うなもんで,『河津掛』……は極 ると凄い程奇麗に極 るが,往 々同纏 に落ち
て苦情が付 く。マアそんな面倒 くさいのは康 めてお く方がいい といふ勘定 にな
る。村正の銘刀には崇 りがあるといらて,誰 も手 にす ることを惧れる。斯いふ
気持でぢやアr内 河津』 なんかは,勘 定高 く星を$ふ 土俵上の技 には敬遠 され
て仕舞った。」 とある。 また 『角力書記』'に相撲の禁 じ手を解説 しさ ら に注意
す る事 として河津掛にては喉 を抱へせむることとある。 さらに 『今昔物語集』
における恒世の非業の死,r曽我物語』 における涙 を誘 う結末なども,も し か
すると少 しは関与 しているか もしれない。大相撲の河津掛 は昭和35年(1960年)
日本相撲 協会によ り正式な決ま り技に採用 され,今 日に至っている。
柔道に関する記録の中で,最 初 に河津掛の記述が見 られたのは恐 らく昭和25
年(1950年)であろ う。講道館柔道 とは違 った試合審判規定 を持 っている警察
柔道で,河 津掛 を禁止 したことに始 まる。昭和28年(1953年)に発行 された工
藤一三著r柔 道必携』には,禁 止事項に準 じたる危険な技 として,河 津掛 を挙
げている。昭和30年(1955年)河津掛で怪我 をした事例,既 に警察柔道で禁止
した事 もあ り,講 道館柔道試合審判規定の禁止事項に河津掛で投げる事が加え
られた。その後,昭 和57年(1982年)の講道館 による禁止技 としての河津掛の
解説に至 り現在を迎えている。
現状 において河津掛 は,相 撲,レ ス リング,サ ンボに許 されてい るが柔道で
は禁止 されてい る。理 由としては危険である.とい う事 ぐらい しか思いあた らな
い。体重制では説明がつかない。 レス リング,サ ンボ,柔 道 は体重制 を採用 し
ているし,最 近では相撲競技 も体重制で行なっている。その反面,大 相撲 も柔
道 も体重無差別で行な わ れ る 勝負が大 きな魅力にな っている。競技場のマ ッ
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ト,畳,土 俵 の硬 さでも説明がつかない。競技形態の違い,競 技規則の違いに
それを求めるとすれば,今 後の研究に待たなければならないであろ う。
人類の歴史が始 まると共に行なわれて来 たであ ろ う河津掛は,r曽我物語』
の史実に端 を発 し,柔 道では禁止,相 撲では採用 され現在を迎えて い る。「蛙
投」,「蛙繋」,「水掛」,「一本掛」などが 「河津掛」に推移 してきたが,昭 和に
入 り相撲四十八手から離れr角 触書談』に危険度の大きい技 として 「河津掛」
を 「内河津」 として紹介 されてきている。職業 レス リングに於いても後頭部に
危険のある技 として 「河津掛」を 「河津落 し」 として解説 している。大相撲出
身の力道山がルーチーズのバ ック ドロップを堪 える為に出 したのが最初 と聞い
ている。現在で も馬場,坂 口らが使っている。「河津掛」呼称 に関 し て次の新
しい段階を迎えたといって良いだろう。
お わ り に
現代 の柔道は国際的な側面も持 ち合わせている。正 しい柔道の普及や発展 に
資するため,禁 止技などに関 して,そ の時代的な背景,成 り立ちなどを明らか
にしてお く必要がある。
柔道の河津掛 と同じ技は,相 撲,レ スリング,サ ンボなどに見 られ るが,柔
道のそれ と相撲のそれは,起 源を同 じにしていると考えられている。
絵画 として残 っている河津掛の最 も古い とお もわれるものは,エ ジプ トのべ
ニハ ッサンのエジプ ト相撲図 で あ ろ う。 日本においては鳥羽僧正の 『鳥獣戯
画』における兎 と蛙の河津掛の相撲であろう。
河津掛の技術 として最も古い記録は 『今昔物語集』の相撲人成村常世勝負話
第二十五であろ う。その後は 『曽我物語』の河津三郎祐泰 と股野(俣 野)五 郎
景久が河津掛で相撲 をとった史実が,後 世まで伝わっている。
名称 としては,以 前の蛙投,蛙 繋,水 掛,一 本掛などが河津の相撲で河津掛
に変遷 して行 き,さ らに内河津や河津落 しなどに推移 して来た と推論した。
いわゆる 「曽我物」の影響か ら 「正 しう河津が勝 ったゆえ,今 に伝えし河津
掛」やr河 津繋曽我本説』に至って河津掛は,一 般大衆に知 られ る様になって
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行 った。
その後,史 実の河津掛か ら543年を経 て,僅 か5年 の聞に大きな事象 を迎え,
昭和30年,柔道における河津掛は禁止 され,昭 和35年,日本相撲協会は河津掛
を正式な決ま り技 として採用 し,現 在にいたっている。
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ベ ースボ ール マガジ ン社 。昭和60年)
5)「相撲新書」上 司延貴。博文舘。 明治32年。(復刻版相撲 名著 選集。 ベースボ ール マ
ガジン社。昭和60年)
6)「江 戸時代 の角力」 三木愛花。文 教書院。昭和3年 。(復刻版 相撲 名著選集 。ベ ース
ボール マガジン社。昭 和60年)
7)「一味 清周」綾 川五郎次。学生相 撲道場設立事 務所。 大正13年。(復刻版相撲 名著選
集 。ベ ースボ ール マガジ ン社 。昭 和60年)
8)「相 撲大鑑 」常陸山谷右衛 門。畏友社 。大 正3年 。(復刻版相 撲名著選集。ベ ー スボ
ール マガジ ン社。昭和60年)
9)ア マチュア相 撲 の極 り手(技)の 頻度 について。 小川光哉,塔 屋武 夫,松 本茂。昭
和57年。武道学 研究 。15-2。92～94ペー ジ。
10)「国書総 目録 」岩 波書店。昭和42年。全8巻 。
11)「角川漢和 中辞典 」貝 塚茂樹,藤 野岩友,小 野忍編。 昭和61年。角川書店。
12)「大 辞典 」下中邦彦編。平 凡社 。昭和55年(覆刻第十一版)
13)「柔 道必携 」工藤 一・一■三。北辰堂。昭和28年。
14)「新修 体育大辞典 」今村嘉雄,宮 畑虎彦編。不昧堂。昭和51年。
i5)「相 撲の歴史 」池田雅雄。平凡社 カ ラー新書62。昭和52年。
i6)「曽我 物語 」市古貞次他校 注。岩 波書店。昭和41年。
17)「柔道試合審判規 定」村 山輝志 。学芸出版社 。昭和48年。
18)「ソ連式柔 道 ・サ ンボ」山本斌訳。追遙書院。昭和38年。
19)「柔道 五教 」小谷澄 之n成 美堂。昭和49年。
20)「目で見 る柔道教 室」真 柄浩。昭和51年。
21)「柔道 の河津掛 けについて」真 柄浩,ij・俣幸嗣。武道学研究17-1。昭和60年。
22)「曽我兄弟仇討 の原 因一 多 くの相 撲関係書 に見 ら れ る誤 りを正す一 」近藤勝。
武道学 研究18-2。昭和60年。
23)「武道 の歴史 」 日本武道大 系第10巻。同朋舎出版。昭和57年。
24)「アマチ ュア相撲 」藤川 誠勝,塔 屋武夫,小 川光哉,野 田雄 二,太 田平二 。技奥社 。
昭和57年。
25)「日本 の歴史」 中央公論社 。昭和42年。
26)「日本 の古典 名著 」 自由国民社。昭和56年。





30)「角川古語大辞典」 中村幸彦他編 角川書店,昭 和57年。
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ASTUDYOFKAWAZU-GAKE
II輌roshiMAGARA
Assoc.Prof.HealthandPhysicalEducation`
MeijiUniv.TokyoJAPAN
Currently,Judohaveanaspectasaninternationalsport.Tomake
Judospreadanddevelopedcorrectly,itisneccesarytorevealthetrendof
t三mesregardingforbiddentechniquesandreasonswhyithasprohibited.
ThereisthetechniquethatiscailedKawazu・gake'inJudo,notonlyin
Judo,butalsoinSumo,wrestling,Samboandothermartialarts.Itistho-
ughtthatboththeoriginofKawazu・gakeinJudoandthatinSumoare
thesarne.Theoldestp輌cturedrawingKawa'zu-gake,st'illremains,seerns
tobethatofSumoatBeniHassaninEgypt.
InJapan,Kawazu-gakeisdrawnin`℃holu-giga"ofSumotofrogwith
rabbit,thatwaspaintedbySojoToba.IthinktheoldestdocOmentcon-
cerningthetechniqueofKawazU・gakeisthetwenty-{…fthstoriesofTuneyo
NarimurawhowasaSumowrestlerin``Konjaku・monogatari-shu".In
"Soga-monogatari",itisdescr三bedthatSaburoKawazuusedKawaz-gake
whenheengaged輌nSumowithGoroMatano.
Iin£erthechangeofthenameofKawazu・gakeasfolbwing;Kawazu-
nagelKawazugake,LMizu・gal〈e,andIpPon-gakecalled.inoldentimescha-
ngedtoKawamu-gakebecauseSaburoKawazuhadusedintheSumo,and
Kawazu-gakehavedonetoUchi-Kawazu,Kawazu・otoshi .andotherarts.
Kawazu・gakehadbeenknowntoso-called``Soga-mono",inwhichthere
aresomelinesaboutKawazu-gakc,that三s〈Kawazu-gakecometobewell-
knownnowonaccountofthevictoryofSaburoKawazuwhoisafriend
ofjustice>or"Kawazu-gake・Soga-no・honsetsu".
Aftet543yearsfromthehistoricalfactthatdocumentedregardingKa・
wazu・gake,Kawazu-gakewasprohlbitcdinJudomatcllin1955,andthe
JapanSumoAssociationadopteditasaformaltechniqueinthematchin
1960.'
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